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復興へ—。
〜大槌の歩んできた一歩一歩〜

特集 記録写真とともに
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津
波
襲
来

消
失
と
は
じ
ま
り

突
如
と
し
て
襲
っ
た
大
津
波
は
、
こ
の
小
さ
な
町
を
い
と
も
簡
単
に
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。

多
く
の
も
の
を
失
っ
た
大
槌
町
。
同
時
に
、
災
害
と
の
長
い
戦
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

１

23
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１．町が次々と津波に飲み込まれていく。家々は音を立てて破壊され、土煙が舞う

２．役場周辺を空から見た様子。大槌の町機能はほとんど失われた

３．川を駆け上がった津波により、橋の上はがれきの山

４．現在役場仮設庁舎を置く、大槌小学校の校庭。被災時には波が流れ込み渦を巻いた

５．津波の後各所で火災が発生。至る所に焼け焦げたがれきや車両が積み上がっていた

45
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支え合いながら
避難生活と復旧活動

１．電気も復旧していない大槌に、幾度となく雪が降り積もった
２．被災直後の対策本部。狭い部屋の中、報告や指示の声が飛び交う
３．中央公民館窓口には、安否確認などで連日人があふれた

1

23
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４．ライフラインが未復旧の中、共同の炊事場を作り協力しあう避難者
５．寒さをしのぐため、集めてきた廃材を燃やして暖をとる
６．共に助け合いながらの避難所暮らしは、８月まで続いた
７．電気は当分の間使えず、避難所では発電機が活躍した
８．避難者独自に風呂を作った避難所も。自らで環境を作り上げていった
9,10．復旧と同時に海中の捜索活動も行われた。中には被災時刻で止まった時計も

4

6

7

8

9
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前を向くために
６・18  犠牲者合同慰霊祭

　

６
月
18
日
、
東
日
本
大
震
災
の
日

か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
１
０
０
日
目

と
な
っ
た
こ
の
日
、
大
槌
町
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
合
同
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
た
。
翌
日
19
日
は
、
大
槌
町
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
お
別
れ
の
会
と

題
し
た
遺
族
以
外
の
参
列
者
の
た

め
の
会
が
行
わ
れ
、
２
日
間
で
約

６
０
０
０
人
が
来
場
し
、
慰
霊
碑
の

前
に
献
花
し
た
。

　

合
同
慰
霊
祭
に
は
、
震
災
で
亡
く

な
っ
た
方
々
の
遺
族
が
招
待
さ
れ
、

約
２
０
０
０
人
が
参
列
し
た
。
被
災

者
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の

名
簿
が
慰
霊
碑
に
捧
げ
ら
れ
た
。
未

だ
行
方
不
明
の
方
の
家
族
も
、
お
別

れ
の
会
に
参
加
し
、
花
を
手
向
け
た

が
、
共
通
し
て
口
に
し
た
の
は
、「
け

じ
め
、
気
持
ち
の
区
切
り
を
つ
け
た

い
。」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

　

児
童
代
表
の
佐
々
木
晴
也
さ
ん
、

倉
本
万
愛
さ
ん
は
、
追
悼
の
言
葉
の

中
で
、「
い
た
だ
い
た
応
援
を
勇
気
・

や
る
気
・
元
気
の
も
と
に
し
て
、
心

を
つ
な
ぎ
、
大
き
な
力
と
し
て
前
進

し
た
い
。」
と
述
べ
た
。

　

慰
霊
の
花
を
手
向
け
る
こ
と
で
、

悲
し
み
に
く
れ
る
日
々
に
区
切
り
を

付
け
、
家
族
の
た
め
、
自
分
の
た
め
、

人
々
は
前
を
向
い
て
歩
き
始
め
た
。
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１．2日間で約 6000 名が来場し、慰霊碑に花を手向けた
２．追悼の言葉を述べる東梅町長職務代理
３．被災者名簿は、遺族代表の加藤伸基さんによって奉納された

４．慰霊碑の後ろには、菊の花によってひょうたん島がかたどられた
５．児童代表で追悼の言葉を述べた佐々木晴也さん、倉本万愛さん
　　はともに小学６年生
６．それぞれの思いをかみしめる様に、静かに手を合わせる参列者

12

34

56
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感
謝
そ
し
て
決
意

７
・
26　

自
衛
隊
撤
収

こ
れ
ま
で
家
族
の
よ
う
に
支
援
し
て
く
れ
た
自
衛
隊
の
撤
収
。

大
き
な
感
謝
と
別
れ
の
寂
し
さ
に
、
町
の
人
々
が
、
大
槌
の
空
が
、
泣
い
た
。

おさなご幼稚園の園児たちから、ペンダントのプレゼント花束を渡す新田亮介さん、小笠原璃久さん、相馬咲さん、沢舘佳奈さん
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７
月
26
日
、自
衛
隊
の
撤
収
の
日
。

ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
野
球
場
で
、
感

謝
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
は
震
災
以

降
、
町
内
で
の
人
命
救
助
や
遺
体
捜

索
、
が
れ
き
撤
去
、
被
災
者
に
対
す

る
給
食
、
入
浴
、
物
資
輸
送
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
吉
里
吉
里
中

３
年
の
佐
野
智
則
さ
ん
が
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。
ま
た
、
小
学
生
、
幼
稚
園

児
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ラ
ス
「
あ
く
ど
ま

め
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、
花
束
や
手
作

り
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
贈
ら
れ
た
。

　

第
５
高
射
特
科
群
の
新
宅
正
章
群

長
は
、
挨
拶
の
中
で
贈
り
物
一
つ
一

つ
に「
あ
り
が
と
う
。」と
感
謝
し
た
。

　

自
衛
隊
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
、
見
送
り
を
す
る
た
め
に
、
会
場

と
な
っ
た
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
野
球

場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ

た
。
式
の
途
中
か
ら
は
、
強
い
雨
が

降
っ
て
き
た
が
、
傘
が
無
く
て
も
会

場
を
後
に
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。

　

大
き
な
感
謝
を
も
っ
て
見
送
ら

れ
、
自
衛
隊
は
大
槌
を
去
っ
た
。
手

を
振
る
町
民
の
顔
は
、
復
興
へ
の
決

意
に
満
ち
て
い
た
。　

雨に濡れながらも、最後まで残って感謝の気持ちをかかげた沿道には多くの人が並び、手を振り続けた

新宅群長に大槌の未来を託され、決意の敬礼
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戻ってきた笑顔
大槌の明るい 未来

　

震
災
直
後
、
家
族
や
友
人
、
家
な

ど
を
失
っ
た
絶
望
感
で
、
大
槌
町
か

ら
笑
顔
が
消
え
た
。
わ
ざ
と
明
る
く

ふ
る
ま
う
人
、
声
を
張
り
上
げ
て
元

気
を
見
せ
る
人
は
い
て
も
、
心
か
ら

笑
う
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
７
か
月
、
今
、
町
に

は
笑
顔
が
戻
っ
て
い
る
。
悲
し
み
を

乗
り
越
え
、
復
興
に
向
け
て
そ
れ
ぞ

れ
が
歩
き
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
多

く
の
支
援
が
町
民
を
支
え
て
く
れ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

食
べ
る
も
の
や
住
む
家
が
あ
る
安
心

感
、
好
き
な
人
や
友
達
に
会
え
た
喜

び
、支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
、

そ
れ
ら
が
、
町
民
の
心
に
活
力
を
取

り
戻
さ
せ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
今
、
明
日
へ
の
希

望
を
胸
に
、
心
か
ら
の
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
る
。
９
月
15
日
に
行
わ
れ
た

小
中
学
校
仮
設
校
舎
開
校
式
で
は
、

ま
だ
校
舎
の
中
を
見
て
い
な
い
児
童

た
ち
が
、「
早
く
通
い
た
い
。」
と
笑

顔
で
答
え
た
。

　

一
歩
ず
つ
、
復
興
の
歩
み
を
進
め

る
大
槌
町
。
大
槌
の
未
来
に
は
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

1

2

3

45

大槌町小中学校仮設校舎開校式。学び舎を同じくする
仲間とがっちり握手
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戻ってきた笑顔
大槌の明るい 未来

　

震
災
直
後
、
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や
友
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、
家
な

ど
を
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た
絶
望
感
で
、
大
槌
町
か

ら
笑
顔
が
消
え
た
。
わ
ざ
と
明
る
く

ふ
る
ま
う
人
、
声
を
張
り
上
げ
て
元

気
を
見
せ
る
人
は
い
て
も
、
心
か
ら

笑
う
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
７
か
月
、
今
、
町
に

は
笑
顔
が
戻
っ
て
い
る
。
悲
し
み
を

乗
り
越
え
、
復
興
に
向
け
て
そ
れ
ぞ

れ
が
歩
き
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
多

く
の
支
援
が
町
民
を
支
え
て
く
れ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

食
べ
る
も
の
や
住
む
家
が
あ
る
安
心

感
、
好
き
な
人
や
友
達
に
会
え
た
喜

び
、支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
、

そ
れ
ら
が
、
町
民
の
心
に
活
力
を
取

り
戻
さ
せ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
今
、
明
日
へ
の
希

望
を
胸
に
、
心
か
ら
の
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
る
。
９
月
15
日
に
行
わ
れ
た

小
中
学
校
仮
設
校
舎
開
校
式
で
は
、

ま
だ
校
舎
の
中
を
見
て
い
な
い
児
童

た
ち
が
、「
早
く
通
い
た
い
。」
と
笑

顔
で
答
え
た
。

　

一
歩
ず
つ
、
復
興
の
歩
み
を
進
め

る
大
槌
町
。
大
槌
の
未
来
に
は
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

5

6

7

8

１．大槌再興祭り！にて。被災地からも元気を発信
２．B＆ G体験クルーズに参加した子どもたちが笑顔で報告
３．ウルトラマンバス寄贈イベントで本物と記念撮影
４．バザーイベントで C.Ａさんと整備士さんになりきる
５, ６．東京ブラススタイルが再びやってきて大盛り上がりの各校吹奏楽部
７, ８．あこがれの AKB48 と記念撮影。夢のような体験

大槌町小中学校仮設校舎開校式。学び舎を同じくする
仲間とがっちり握手
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あ
の
忌
ま
わ
し
い
３
月
11
日
の
巨
大
地
震

津
波
、
そ
の
後
の
火
災
に
よ
り
人
口
の
１
割

に
も
及
ぶ
、
多
く
の
町
民
の
尊
い
命
を
奪
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
８
７
８
棟
も
の

建
物
が
被
害
を
う
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い
街
並
み

も
、
産
業
経
済
基
盤
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

壊
滅
的
と
な
り
ま
し
た
。

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
大
槌
」
の
再
生
は
町
民

の
悲
願
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
被
災
者
の

間
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
先
の
暮
ら
し
と
生
活

の
立
て
直
し
を
ど
こ
に
も
と
め
た
ら
よ
い
の

か
不
安
と
苛
立
ち
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
若

者
世
帯
を
中
心
に
雇
用
の
関
係
で
避
難
先
の

市
町
村
へ
の
転
出
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
震
災

前
に
、
過
疎
指
定
と
さ
れ
た
当
町
は
、
産
業

が
低
迷
し
、
人
口
減
少
が
続
い
て
き
ま
し
た

が
、
震
災
後
の
半
年
間
で
、
実
に
人
口
の
約

15
％
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
転
出

届
を
提
出
し
な
い
ま
ま
、
町
外
で
避
難
生
活

さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
今
後
、
人
口
流
出

は
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
さ
に
、

町
の
存
亡
の
岐
路
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
震
災
復
興
が
、
以

前
の
状
態
に
戻
る
だ
け
の
単
な
る
復
旧
で
は

な
く
、
町
の
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
創
造

的
な
復
興
の
考
え
方
が
必
要
で
す
。

　

災
害
を
契
機
に
、
今
ま
で
の
古
い
体
質
や

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
と
し

て
、
国
や
県
に
強
く
整
備
促
進
を
要
望
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
私
は
、
津
波
災
害
と
は
縁
を
切

り
、
再
び
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
た

り
と
も
出
さ
な
い
た
め
、
こ
の
悲
劇
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
災
者
一
人
一
人
が
生

き
て
き
た
証
と
し
て
、生
前
の
記
録
を
収
集
、

公
開
す
る
こ
と
で
、
震
災
の
記
憶
を
後
世
に

対
す
る
教
訓
と
し
て
末
永
く
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
記
憶

の
新
し
い
う
ち
に
、
聞
取
り
調
査
を
始
め
る

べ
く
、
協
力
者
を
求
め
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
お
り
ま
す
。

　

犠
牲
者
へ
の
慰
霊
を
目
的
と
し
た
「
鎮
守

の
森
公
園
」
内
に
、
御
霊
の
碑
の
建
立
と
町

民
が
希
望
と
勇
気
の
持
て
る
「
鐘
（
カ
リ
ヨ

ン
）」
の
設
置
と
併
せ
て
、
新
し
い
大
槌
の

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
す
。

　　　

次
に
、
被
災
者
の
「
く
ら
し
の
再
建
」
で

す
が
、
８
月
11
日
に
、
町
内
の
全
避
難
所
を

閉
鎖
し
、
す
べ
て
の
避
難
者
が
仮
設
住
宅
等

に
移
動
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
仮
設
住
宅
に

お
け
る
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
街

灯
や
道
路
待
避
所
の
設
置
、
舗
装
修
繕
な
ど

を
順
次
行
い
、
安
全
で
安
心
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
震
災
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
公
営
住
宅
建
設
が
多
く
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
復
興
計
画
と
並
行
し
て
、
災
害

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
５
つ
の
柱

を
掲
げ
ま
す
。
最
初
に
、「
安
全
・
安
心
の

確
保
」
と
し
て
、
災
害
と
は
縁
を
切
る
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
「
多

重
型
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
土
地
の
造
成
に
つ
い
て
は
、

防
波
堤
・
防
潮
堤
な
ど
防
災
施
設
の
整
備
状

況
を
踏
ま
え
、
津
波
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
に

入
れ
た
「
三
段
方
式
」
と
し
、
平
時
、
大
潮

や
雨
水
で
冠
水
す
る
場
所
は
、
建
築
基
準
法

第
39
条
に
よ
る
「
災
害
危
険
区
域
」
に
指
定

し
、
住
居
の
用
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
の

禁
止
な
ど
土
地
利
用
制
限
も
検
討
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
被
災
地
は
、
地
域
ご
と
に
、
異

な
る
地
理
・
地
形
を
も
ち
、
歴
史
や
文
化
、

生
活
の
糧
と
な
る
産
業
基
盤
、
社
会
を
支
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
組
織
な
ど
が
存
在

し
ま
す
。
地
域
の
個
性
や
特
徴
を
理
解
し
、

復
興
後
の
地
域
の
姿
に
、
自
ら
の
願
い
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
ご
と
に
「
地
域
復
興
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

交
換
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
に
よ
り
国
道
45
号
線
が
各
地

で
寸
断
さ
れ
る
な
か
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道

は
、
災
害
対
策
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
、

主
要
地
方
道
大
槌
小
国
線
は
、
後
方
支
援
基

地
の
遠
野
市
と
の
連
絡
道
路
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

三
陸
地
域
の
復
興
の
た
め
、
災
害
に
強
い

し
が
ら
み
を
全
て
流
し
、新
た
な
気
持
ち
で
、

心
を
ひ
と
つ
に
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

新
し
い
大
槌
町
の
再
生
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
町
の
復
興
は
、
ま
さ
に
零
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

私
は
、復
興
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、海
の

見
え
る「
つ
い
散
歩
し
た
く
な
る
拘
り
の
あ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
掲
げ
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
剥
き
出
し
や
個
性
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
は
避
け
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
品
質
の

良
い
素
敵
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。平
時
で
は
困
難
で
も
、震
災
時
だ
か
ら
こ

そ
、思
い
切
っ
て
進
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

安
全
・
安
心
の
確
保

は
じ
め
に

く
ら
し
の
再
建

８月 28 日に就任した碇川豊新町長。
初議会となる 9 月定例会において、
今後の施政方針について述べた。

新町長の

施政方針
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公
営
住
宅
の
早
期
建
設
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
入
居
者
の
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
消
防
、
警
察
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
や
東
京
大
学
な
ど
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
自
治
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
支

援
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
課
に
分
か
れ
た
被
災
者
支
援

窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
組
織
体
制
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
自
治
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
に
よ

り
、
住
環
境
点
検
な
ど
生
活
支
援
を
展
開
し

ま
す
。
併
せ
て
、
バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
の
調
整

等
を
通
じ
て
、
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
は
、
今
後
、
仮
設
住
宅
で
の
生

活
が
困
難
に
な
る
方
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
団
地
内
に
設
置
し
た
共
同
仮
設
住
宅
、

サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
活
用
を
図
り
、
高
齢
者
の

方
々
の
体
調
変
化
、
孤
独
死
、
自
殺
予
防
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
大
槌
病
院
な
ど
町
内
す
べ
て

の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
の
多
く
が
被
災
し

た
こ
と
か
ら
、安
心
し
て
保
健
・
医
療
、介
護
・

福
祉
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
施
設
の
復
旧
支
援
と
と
も
に
、
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
心
の
ケ
ア
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

雇
用
情
勢
は
、
震
災
に
よ
る
企
業
の
事
業

休
止
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
通
じ
て
、
今
後

復
興
計
画
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
事
業
着
手

が
、
町
の
早
期
再
生
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
派
遣
職
員
と
の
業
務
執
行
を
通

じ
、
復
興
を
担
え
う
る
次
代
の
職
員
の
育
成

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
と
に
、
復
興
計

画
の
策
定
期
間
は
年
内
と
し
、
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
３
か
月
間
を
、
ス
テ
ッ
プ
１
、２
、

３
と
し
、
対
話
、
調
整
、
合
意
形
成
を
経
て
、

一
日
も
早
く
計
画
を
策
定
し
、
復
興
へ
歩
み

出
し
ま
す
。

　

な
お
、
復
興
計
画
は
、
町
勢
発
展
計
画
の

意
味
合
い
も
持
た
せ
、
平
成
30
年
度
ま
で
の

８
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
町
の
主
計
画
と

し
ま
す
。
そ
れ
に
沿
っ
た
実
施
計
画
を
３
期

に
分
け
策
定
し
、復
興
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
、
財
源
は
、
国
・
県
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
、
５
年
な
い
し
10
年
間
の
財
政
計

画
を
作
成
し
、
適
切
に
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
仮
設
庁
舎
で
は
、
町
民
窓

口
の
待
合
室
が
庁
舎
外
に
あ
る
な
ど
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

組
織
再
編
に
よ
り
執
務
室
等
が
不
足
す
る
こ

と
か
ら
、
大
槌
小
学
校
を
改
修
の
う
え
、
早

期
移
転
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
町

民
皆
様
の
無
念
さ
に
思
い
を
い
た
し
、
大
震

災
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
一
刻
も
早
い
「
愛

す
る
ふ
る
さ
と
大
槌
」
の
再
生
を
目
指
し
、

「
公
平
、
実
行
、
思
い
や
り
」
を
基
本
に
、

信
念
と
情
熱
を
持
っ
て
全
力
を
傾
注
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

も
事
業
創
出
に
よ
り
雇
用
の
確
保
を
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、

復
興
後
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
雇
用

を
生
み
出
す
「
地
域
経
済
の
再
興
」
が
不
可

欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
企
業
の
立
地
、
特
に
水
産
加

工
場
の
早
期
再
建
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
工

場
立
地
用
地
の
確
保
も
含
め
、
水
産
加
工
団

地
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
水
産
業

に
つ
い
て
は
、
再
生
計
画
書
の
早
期
策
定
と

と
も
に
、
魚
市
場
及
び
定
置
漁
場
の
再
開
、

共
同
化
に
よ
る
漁
船
整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
所
、
商
店
等
の
復
興
に
つ
い
て
も
、
国
、

県
の
復
旧
に
係
る
補
助
金
活
用
に
つ
い
て
、

関
係
者
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
休
業
補

償
に
係
る
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
に
、
今
後

も
町
単
独
の
嵩
上
げ
補
助
を
継
続
し
、
雇
用

主
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
将
来
を
担
う
「
子
供
た
ち
の
教
育

環
境
の
整
備
」
で
す
が
、
震
災
に
よ
り
、
吉

里
吉
里
地
区
の
小
中
学
校
を
除
く
学
校
施
設

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
悲
惨
な
状

況
の
な
か
、
教
育
関
係
者
や
ユ
ニ
セ
フ
を
は

じ
め
、
多
く
の
団
体
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご

尽
力
と
、
何
よ
り
も
、
わ
が
町
の
子
ど
も
た

ち
の
「
こ
の
震
災
に
は
負
け
な
い
」
と
い
う

前
向
き
な
姿
勢
と
積
極
的
な
学
習
活
動
等
に

よ
り
、
当
町
の
学
校
教
育
も
徐
々
に
正
常
化

の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
寺
野
地
区
の
ふ
れ
あ
い
運
動

公
園
に
、
仮
設
の
校
舎
と
体
育
館
を
設
置
、

被
災
校
全
て
の
授
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
大
槌
な
ら
で
は
の
独
自
の
復
興
教
育

と
し
て
、
こ
の
辛
い
被
災
体
験
の
伝
承
を
学

習
の
基
本
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
学
区

の
見
直
し
の
ほ
か
、
と
く
に
被
災
小
学
校
、

中
学
校
の
再
編
を
視
野
に
入
れ
た
「
小
中
一

貫
教
育
校
」
の
設
置
に
つ
い
て
、
国
や
県
の

指
導
・
助
言
を
戴
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
供
た
ち
に
よ
る
「
復
興
計
画
」

を
審
議
す
る
「
子
供
議
会
」
の
開
催
な
ど
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、「
復
興
に
向
け
た
体
制
強
化
」

が
課
題
で
す
。
当
町
で
は
、
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
職
員
定
数
削
減
の
結
果
、
被

災
時
の
職
員
数
は
１
３
６
人
、
平
成
16
年
度

と
比
較
し
て
、
８
割
程
度
の
水
準
ま
で
減
っ

た
と
こ
ろ
に
、
震
災
に
よ
り
加
藤
前
町
長
を

含
む
40
名
も
の
尊
い
職
員
を
失
っ
て
お
り
ま

す
。
県
内
外
の
市
町
村
等
か
ら
の
職
員
派
遣

に
よ
り
役
場
機
能
は
徐
々
に
回
復
途
上
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
通
常
業
務
に
加
え
、
復

旧
、
復
興
事
業
に
着
手
す
る
た
め
、
複
数
の

副
町
長
制
及
び
部
局
制
を
速
や
か
に
導
入
し

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
人
員
配
置
は
、
国
や
県
の

派
遣
職
員
を
充
て
ま
す
。
国
、
県
、
町
が
太

い
パ
イ
プ
で
結
ば
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
環
境
の
整
備

復
興
へ
の
体
制
強
化

地
域
経
済
の
再
興
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　県大会出場おめでとう　
      中学校新人体育大会

【サッカー】　大槌中学校
【ソフトボール】　大槌中学校
【ソフトテニス】
　　村岡　俊（大槌中）

【バスケットボール女子】
　　大槌中学校

【卓球団体男子】
　　吉里吉里中学校

【卓球個人男子】
　　倉本拓磨（吉里中）
　　湊川真星（吉里中）

【柔道個人男子】
　　小松流維・松坂勇毅
　　菅野柚樹・関　真人
　　吉田直歩（大槌中）

【柔道団体女子】　大槌中学校
【柔道個人女子】
　　山崎梨杏・石井エリナ
　　岡本佑里花・小笠原莉穂子 （大槌中）

【剣道団体男子】　大槌中学校
【剣道個人男子】
　　上田哲也・栗澤　認
　　三浦智紀 （大槌中）

【剣道個人女子】
　　佐々木史江・佐藤　舞

【相撲】　大槌中学校

　

三
月
に
発
生
し
た
大
震
災
の
た
め
に
、
ぼ
く
た
ち

大
槌
町
の
４
つ
の
小
学
校
は
校
舎
が
使
え
な
く
な
り
、

ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
で
勉
強
を
す
る
の
だ
ろ
う
と

と
て
も
心
配
し
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
様
々
な
方
々
の
支
援
の
お
か
げ
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
つ
か
い
、
吉
里
吉
里
小
学
校
や
山
田
町
の

青
少
年
の
家
で
４
月

か
ら
今
ま
で
学
習
し

て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
の
生

活
と
違
い
、
い
ろ
い

ろ
と
不
便
な
こ
と

や
、
や
り
た
く
て
も

で
き
な
い
事
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
た
ち
の
学
年
で
は
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
友
達
や
家
族
と
の
絆
を
深
め
、
今
で
き

る
こ
と
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
事
を
精
一
杯
や
り
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
ろ
う
と
み
ん
な
で
協
力
し

て
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
児

童
会
執
行
部
が
計
画
を
た
て
て
、
一
年
生
を
迎
え
る

会
や
ミ
ニ
運
動
会
を
成
功
さ
せ
、
全
校
の
み
ん
な
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
先
日
は
６
月
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
修
学
旅
行
に
も
い
く
こ
と
が
で
き
、
み
ん
な

で
お
お
い
に
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

来
週
か
ら
は
こ
の
仮
設
校
舎
で
学
習
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
困

難
に
負
け
ず
、
転
校
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
友

達
の
ぶ
ん
ま
で
、
こ
の

校
舎
で
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
将
来
は
ぼ
く
た

ち
の
力
で
、
こ
の
大
槌

町
を
復
興
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仮
設
校
舎
の
建
設
に
関
係
さ
れ
た
た
く
さ
ん

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
一
歩
一
歩
確
実
に
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　＜大槌町奨学生募集について＞
　大槌町教育委員会では、平成 23 年度大槌町奨学生を追加
募集しております。
＜対象となる方＞
　①高等学校またはこれと同程度の学校に在学する人
　②大学等（短大、高専および大学院、専門学校を含む）に
　　在学する人
＜奨学金の貸付金額＞
　①高等学校またはこれと同程度の学校に在学する人
　　▼自宅通学者　　　　　               　 月額１万円
　　▼自宅外通学者（下宿・寮生など）月額１万５千円
　②大学等に在学する人　　月額３万円
＜貸付期間＞
　就学する学校の正規の修学期間になります。
　（今年度分は４月に遡っての貸付となります。）
　出願手続き、提出書類については問い合わせください
＜申し込み・問い合わせ先＞
　　〒 028-1121  岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32 − 126
　　大槌町教育委員会　学務課　（0193-42-6100）

　仮設住宅への入居完了から１ヶ月を経過し学校の児童生徒数
もようやく落ち着いてきたところです。
　震災後、町外県外へ避難していった子どもたちの数は、小学
校で１５０名ほど、中学校で６０名ほどでした。そのうちの
２０名が２学期までに戻ってくることができました。
  ９月１日現在の児童生徒数は表の通りですが、３月１日
１２２４名あった在籍数が、９月１日には９５７名と２６７名
の減となっています。
  避難先で学んでいる子どもたちの一日も早い帰りを待ちなが
ら、合同校舎での学習をがんばっています。

学　校　名 男　子 女　子 合　計
大 槌 小 学 校 １１５ ８９ ２０４
安 渡 小 学 校 １８ ２３ ４１
吉 里 吉 里 小 学 校 ５９ ６８ １２７
赤 浜 小 学 校 １４ ６ ２０
大 槌 北 小 学 校 ８５ ９７ １８２
大 槌 中 学 校 １３１ １５７ ２８８
吉 里 吉 里 中 学 校 ４９ ４６ ９５

町内小中学校児童生徒在籍数
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  校舎は、寺野の「大槌ふれあい運動公園」多目的広
場に建てられ、いずれも軽量鉄骨造りで小学校棟２
棟、中学校棟２棟、それに体育館棟１棟となっており、
16,000㎡の敷地の延べ面積 5,600㎡の施設となってお
ります。
  施設のうち、体育館棟とグランドの整備は日本赤十字
社の支援によるものです。子どもたちが元気に楽しく運
動してほしいとの思いで贈られた体育館には「スマイル
体育館」略して「スマ体」の名称がつけられました。
　この名前は、みんなの笑顔が集まるところと願いを込
めて、大槌中学校生徒会が相談して決めたものです。
  開校式に先立って、17 日に小学校、19 日に中学校の
引っ越し作業がありました。

 作業には、保護者のみなさんをはじめ、先生方、全国
から駆けつけてくれた教職員組合の先生方、そして、県
内各地からのボランティアのみなさんが汗を流してくれ
たおかげで予定した時間より早く終了することができま
した。紙面を借りて、改めて感謝の気持ちを伝えたいと
思います。
  また、４月 20 日の始業式以来５ヶ月にわたり、施設
を使わせていただきました、陸中海岸青少年の家、岩手
県立大槌高等学校、吉里吉里小学校、吉里吉里中学校の
みなさんに心から感謝申し上げます。
　ありがとうございました。

　９月 15 日に体育館の引き渡し式と校舎開校式を行った大槌町小中学校仮設校舎での学習が本格的に始まりました。

この校舎では、小学校４校 447 名、中学校１校 288 名の計 735 名が学びます。　 

城山の風

笑顔あふれる学舎
〜２２日から小中そろって学習開始〜

教育委員会だより

発行：大槌町教育委員会　第４４号　２３．９．２６
岩手県上閉伊郡大槌町小鎚３２金崎１２６　℡  42-6100

   教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

９月 26 日、小・中学校の対面式がグラウンドで行われました

校舎全景（手前が中学校棟、奥に小学校棟）

城山の風
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　大槌町国際交流協会では、会員データ
が流失したため、会員の皆さまからの、
住所（郵便が届く住所）、電話番号の連
絡をお願いします。新たに協会に加入を
希望する人もご連絡ください。
※ 10 月末までにご連絡ください。
　　 大槌町国際交流協会事務局
　　　（企画財政課内）℡ 42-8712

　高齢者生きがいセミナー追加回「う
たっこの会」の受講者を募集します。
■対象　60 歳以上の大槌町民
■人数　20 人
■日時　11 月 1 日（火）
　　　　14：00 ～ 16：00
■場所　和野っこハウス
■締切　10 月 21 日（金）
■申込方法
　氏名・年齢・住所・電話番号を生涯学
習課にお伝えください。
■受講料　無料
■共催　大槌町芸術文化協会
　 大槌町生涯学習課　℡ 42-2300

　東日本大震災の影響により遅れていた、町県民税納税通知書の送付と証明書の発行
を、10 月中旬に行います。納税通知書については期別の納期が例年と変わっていま
すので注意してください。所得証明書・課税証明書は 10 月 11 日（火）から税務会
計課で発行します。( 手数料は各 300 円 )
○普通徴収　1 期　 平成 23 年 10 月 31 日（月）　　2 期　平成 23 年 11 月 30 日（水）
　　　　　　3 期　 平成 23 年 12 月 26 日（月）　　4 期　平成 24 年   1 月 31 日（火）
○特別徴収 ( 給料からの天引き )
　平成 23 年 11 月から平成 24 年 5 月まで ( 計 7 回 ) の給料から天引きされます。
　 大槌町税務会計課課税班　℡ 42-8711

　町は、東日本大震災で被災した人に対し、町県民税の減免を実施します。
　なお、町県民税の税額を決定する際、住宅に被害を受け罹災証明書が交付された方
については、あらかじめ減免後の税額で通知いたします。
　ただし、事業収入の大幅な減少による減免などの場合には申請が必要です。
町県民税の減免の対象と減免割合
減免の対象となる場合（※は申請が必要です） 減免の割合
死亡したとき １０分の１０
行方が不明となったとき※ １０分の１０
生活保護法の規定による生活扶助を受けることとなったとき※ １０分の１０
重篤な傷病を負ったとき※ １０分の１０
全壊の場合 １０分の１０
大規模半壊または半壊の場合 １０分の５

本年の事業収入などが大幅に減少する場合※ 減少割合や前年の
所得に応じて減免

　 大槌町税務会計課課税班　℡ 42-8711

【出生】
東　梅　光

ひか

　里
り

　（　篤　・新港町）
阿　部　一

いち

　翔
と

　（　司　・蕨打直）
小　國　夏

か

　蓮
れん

　（俊　介・須賀町）
菊　池　政

まさ

　良
よし

　（隆　雄・桜木町）
平　野　楓

か

　歩
ほ

　（　圭　・源　水）
佐々木　梨

りん

　花
か

　（崇　行・上　町）
【婚姻】
上　野　　亮　　（上　　　　　町）
千代川　佳　衣　（山　　田　　町）

【死亡】
佐々木　　紀　　（55・大ヶ口一）8/16
小　畑　　士　　（81・新　　町）8/23
小　林　キタノ　（92・小　　枕）8/26
前　川　善四郎　（81・吉里吉里二）8/27
石　井　ス　エ　（81・末  広  町）8/28
金　崎　　洋　　（69・吉里吉里三）8/29
阿　部　年　男　（86・大　　町）8/29
小　國　ヤ　シ　（74・安  渡  二）9/1
阿　部　熊　吉　（87・沢　　山）9/2
伊　勢　ト　ミ　（85・栄　　町）9/3
松　村　カ　ネ　（92・吉里吉里三）9/7
高清水　一　孝　（81・臼　　沢）9/10
佐々木　角　助　（88・長　　井）9/11
佐々木　孝　雄　（68・中  川  原）9/13
平　野　昭右エ門（67・吉里吉里二）9/15

　釜石税務署では、所得税の還付等手続きのための相談会を下記のとおり開催します。
東日本大震災により、住宅や家財などに被害を受けた人は、平成２２年度分所得税が
軽減・免除され、還付などを受けられる場合があります。

会　　　場 開　催　日 相談時間
吉里吉里地区体育館 10 月 12 日 ( 水 ) ～ 10 月 14 日 ( 金 )

9：30 ～ 16：30かみよ稲穂館 10 月 17 日 ( 月 ) ～ 10 月 19 日 ( 水 )
中央公民館　３階大会議室 10 月 20 日 ( 木 ) ～ 10 月 21 日 ( 金 )
寺野多目的体育館（弓道場） 10 月 24 日 ( 月 ) ～ 10 月 27 日 ( 木 )
釜石税務署　２階会議室 （土・日・祝日を除き開催） 9：00 ～ 17：00
※会場の混雑が予想されますので、電話予約をご利用ください。
■予約先　釜石税務署個人課税部門　℡ 0193-25-2081( 代 )
　　　　　音声案内に従い「２番」を選択し、内線４４番を呼んでください。
■受付時間　平日　8：30 ～ 17：00

　１０月から下記施設の貸し出しを再開します。
■生涯学習課で受付　℡ 42-2300,42-3030　城山公園体育館、中央公民館、吉里吉
里小学校体育館、吉里吉里中学校体育館、吉里吉里地区体育館、相撲場、多目的体育
館（弓道場）、※勤労青少年体育センター、※テニスコート
■施設で直接受付　℡ 44-2101　浪板交流促進センター
■以下の施設の申込先については生涯学習課に問い合わせください
　上町ふれあいセンター、大ヶ口多目的集会所、桜木町保健福祉会館、
　金沢生活改善センター、小鎚多目的集会所

・※の施設の利用は平日 17：30 ～ 22：00、土日祝日は 9：00 ～ 22：00 です。
・申請受付時間は平日 8：30 ～ 17：15 です。
・使用料は従前の通りです。なお、減免を希望する場合は減免申請書が必要です。
・震災の影響で、利用できない部屋や設備があります。申請の際確認してください。

平成 23 年度町県民税納税通知書の送付と平成 23 年度所得証明書・課税証明書の発行について

国際交流協会からのお知らせ

生きがいセミナー追加回受講者募集

おめでた・おくやみ（敬称略）
８月 16日〜９月 15日分

町県民税の減免について

施設の貸し出しについて

所得税の還付等手続きのための相談会について
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　大槌町立図書館は、移動図書館を下記
仮設団地集会所で実施しています。
■曜日・場所
　○毎月第 2・第 4 土曜日　　　
　　大槌第 5 仮設集会所（大槌 5-47-1）
　○毎月第 2・第 4 日曜日
　　小鎚第 8 仮設集会所（小鎚 21-63）
■時間　10：00 ～ 15：00
　また、公益社団法人シャンティ国際ボ
ランティア会と共催する移動図書館を、
下記仮設団地で実施しています。
■曜日　毎月第 1・第 3 土曜日
■時間・場所
　○ 11：00 ～ 12：00
　　大槌第 5 仮設団地（大槌 5-47-1）
　○ 13：30 ～ 14：30
　　小鎚第８仮設団地（小鎚 21-63）
　○ 15：00 ～ 16：00
　　吉里吉里仮設団地
　　（吉里吉里中学校となり）
　 大槌町生涯学習課　℡ 42-2300

　「大槌町さわやかウォーキングの会」
では、生活不活発病や生活習慣病の予防
のためウォーキングを開催します。
■日時　10 月 19 日（水）
　　　　9：00 ～ 11：00 ※小雨決行
■集合　大槌町仮設保健センター前（寺野）
■コース　寺野～三枚堂周辺
■持ち物　飲み物、タオル、帽子、雨具、
　　　　　歩数計、歩きやすい服装
　 大槌町福祉課　℡ 42-8715

　町は、大槌町成人式を下記のとおり行
います。
■日時　平成 24 年 1 月 8 日（日）
　　　　13：00 ～
■会場　城山公園体育館
■対象　平成 3 年 4 月 2 日から平成 4 年
4 月 1 日までに生まれた方で、町内に住
所を有する方および町出身者で式典に出
席を希望する方
■申込方法
　①11 月 1 日現在、大槌町在住の人
　　11 月末日までに、成人式案内を郵
　送します。12 月 12 日（月）までに返
　送してください。
　②大槌町出身の参加希望者
　　12 月 12 日（月）までに電話で申し
　込んでください。
※当日は、申し込みをしていなくても出
席できます。
※成人式に際し、店舗の被災などの理由
で着付けやヘアメイクをする場所を探し
ている業者がありましたら、生涯学習課
に相談して下さい。
　 大槌町生涯学習課　℡ 42-2300

　『さわやかストレッチ教室』が内容を
新たに再開します。簡単な体操をしなが
ら楽しく体を動かしましょう。
■期日　10 月 11 日、18 日、25 日（火）
■時間　10：00 ～ 12：00
■会場　和野っこハウス
　　　　（大槌第 5 地割 47 番地 1）
■内容　　
　血圧測定、ストレッチ体操、
　栄養士・保健師による講話、軽食
■服装　動きやすい服装
■持ち物　
　水分補給用の水・お茶、上履き、
　タオル、バスタオル（体操用）
　 大槌町地域包括支援センター
　　 ℡ 42-8716

■内科　月～金曜日　
　　　　8:30 ～ 11:30・13:00 ～ 16:00
■外科　月～木曜日　9:00 ～ 11:00

（水曜  8:30 ～ 11:30・13:00 ～ 16:00）
※ 10 日（月）、17 日（月）は休診
■皮膚科　12 日（水）・19 日（水）・
　　　　　25 日（火）の 8:30 ～ 11:30
■眼科　金曜日　8:30 ～ 11:30
■整形外科　17 日（月）8:30 ～ 11:30
　 岩手県立大槌病院　℡ 42-2121

　予防接種などを下記のとおり実施しま
す。会場は大槌町仮設保健センター（寺
野）です。

【ポリオ予防接種】
■接種日   10月25日（火）または28日（金）
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■対象者　平成 16 年 5 月生まれ～
　　　　　平成 23 年 5 月生まれ
■持ち物　予診票　母子健康手帳

【BCG 予防接種】
■接種日  　 11 月 7 日（月）
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■対象者　平成 23 年 7 月生まれ
■持ち物　予診票　母子健康手帳
※予診票や母子健康手帳を流失した方
は、会場で相談ください。

【１２か月児相談】
■実施日　10 月 17 日 ( 月 )　
■対象者　平成 22 年   9 月生まれ
　　　　　平成 22 年 10 月生まれ
■受付時間　
　○ 9 月生まれ　　 9：30 ～ 10：00
　○ 10 月生まれ　13：30 ～ 14：00

【３歳児健康診査】
■実施日　10 月 21 日 ( 金 )　
■対象者　平成 20 年 4 月生まれ
　　　　　平成 20 年 5 月生まれ
■受付時間　12：00 ～ 12：30
　 大槌町福祉課　℡ 42-8715

 　復旧支援のため減免していた使用料や負担金などが、10 月から一部従来どおりに
戻りました。内容は表のとおりです。なお、従来からある減免制度はそのままです。
■減免期間が終了したもの（負担が発生するもの）
１ 土地建物に関する証明

税務会計課  ℡ 42-8711２ 租税その他公課金に関する証明
３ 公簿、公文書の謄本又は抄本の交付
４ 公簿、公文書の閲覧又は公文書の写し等の手数料
５ 全部事項・個人事項証明交付手数料

町　民　課  ℡ 42-8713６ 住民登録手数料
７ 町民生活事務手数料
８ 火葬場使用料
９ 町の公の施設等使用料（従来の減免制度は残ります。） 生涯学習課  ℡ 42-2300

■減免期間が継続するもの
１ 保育所保育料（公立・私立）　平成２３年度分 福　祉　課  ℡ 42-8715２ 大槌町託児所保育料　平成２３年度分

移動図書館のお知らせ

予防接種・相談・健診

さわやかウォーキングで健康づくり

大槌町成人式のお知らせ

手数料・保育料などの減免について

さわやかストレッチ教室

まちのお知らせ

いろは座＆みち乃く兄弟慰問コンサート

　いろは座＆みち乃く兄弟が慰問コン
サートを行います。
■日時　10 月 19 日（水）14：00 ～
■会場　城山公園体育館（駐車場なし）
■入場料　無料
　 事務局　古舘　℡ 090-5358-4789

県立大槌病院10月の外来診療
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▼
今
年
４
月
か
ら
広
報
お
お
つ
ち
担
当

に
な
り
ま
し
た
、
小
笠
原
佑
樹
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
３
月
か
ら
災
害
対
策
本
部
情
報
「
お

お
つ
ち
」
を
発
行
し
、
半
年
以
上
が
経

ち
ま
し
た
。
今
回
、
や
っ
と
従
来
の
広

報
お
お
つ
ち
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
従
来
の
、
と
言
っ
て
も
震
災

以
前
の
も
の
と
は
だ
い
ぶ
変
わ
り
、
ま

だ
ま
だ
内
容
も
遠
く
お
よ
び
ま
せ
ん

が
、
私
な
り
に
町
の
話
題
を
精
一
杯
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
震
災

直
後
か
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
て
気
付
く

の
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
表
情
が
目
に
見

え
て
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
仮
設
住
宅
や
復
興
計
画
な

ど
、
復
興
の
話
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
私
は
み
な
さ
ん
の
表
情
か
ら
一

番
「
復
興
」
を
感
じ
ま
す
。
町
民
の
表

情
を
た
く
さ
ん
伝
え
て
い
く
広
報
紙
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
取

材
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
こ
の
広
報
紙
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
ご
支
援
、
応
援
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
り
良
い
広
報
を
作

り
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
佑
樹
）
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　震災の日、大槌町役場から集荷された郵送

用の広報は、水がかかって濡れたにもかかわ

らず、配達され町外に届きました。これに対

し、各市町村職員や町外にいる人から、「う

れしかった。」「感動した。」「大変だろうけど

がんばってほしい。」などの声が役場に寄せ

られました。大槌町の情報が外から何も分か

らなかった震災直後、この広報が、様々なメッ

セージとなって全国にいる読者のもとへ届い

ていました。役場の職員も、帰ってきた声に

感動し、広報紙による絆に励まされました。

　復興へ向かう大槌の大きな力となる広報を

これからもお届けしていきます。

広報の絆
　広報の力

広報紙の郵送料金の払込用紙に書き添えられた、町への手紙


